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上空耐性に関する研究(第 8報)

低墨環境に於ける上空耐性問I[化獲得に関する研究

中村弘，九毘正

(低温科書詳研究所 襲撃部門)

〈昭和 22J昇 10Jl受理3

上空耐性に関ナる低塵環境に於ける国11化の開題は航盛欝皐上極めて重要なる問題である.私

等は 13-15gの廿日鼠を用ひ，各 30匹を一群とし， 10日間毎日， 1分間 300mの法度に

て減墜を行ひ，略kミ 8，5，2kmの各高度に 10分間滞留せしめ，その上空耐性に及ぼナ影響に

ついて賀駿を行った.更に 2km低盤馴化群に毎日 VitaminP， Vitamin Bt，各種の糖類

を注入し上空耐性馴化獲得に役立つや否やを遁究した.

A. fま塵環境に於ける鍛錬と上
高(km皮) 

致(m死rr気lH魅~I精雷雨皮km
生存時間 昼耐性に就いて

劉- J!~ 105.8 14 41' 55" 1. 8km馴化群 本群は馴化の

38'18" 前宇に於て略主字数死亡せるも，其
8 131. 7 -1.4 -3'37" 

後に於て死亡ナるのが認められゑ

5 124.3 38'24" 
い.減塵賓験は常協に於て前賞験と-1.2 -3'31" 

2 112.5 40'02" 同様，換気を一律に保ちつ.¥1分間
-0.5 -1'53" 

300mの速度にて苑に至る迄減歴者三

行ふに，既に 460mmHg(4km)に於て動物は明かに不安となれのろのろ歩き廻るものが出

現し，就きさ病初護筑摩は 356mmHglilPち高度略l5.8kmに相官し，致死無麗は 190t"110

mmHg， zp.均 131.7 mmHg，生存時間は 35~41 分，卒均 38 分 18 秒で 180C の野町、に

比し高度に於て略l1.4km低下し，生存11寺聞にして 3分 37秒の短縮左示した.即ち 8km

の思n化に於ては殊K.著しい上空耐性の減弱を示した.
2. 5km馴化群本群に於てほ馴化の中途に於て死亡ナるものは認められたかった.航空

病の症献を見るに，既に 420mmHgK.於て動物は著しく不安となれのろのろ歩き出ナもの

が認められ，航空病初稜気塵の卒均は 330mmHg 略 6.7km に相蛍し，致死気匪は 150~

100mmHg，卒均 124.3mmHg，高度略l12.8km，生存時間は 36-43分，卒均 38分 24

秒であった.

180C K.於ける針照賓験に比し，高度に於て1.2km低下し，生存時聞に於て 3分 31秒

*北海m大考察低温科謬研究所業絞 然 79~虎.中村弘毅授指導.航空鑓皐 2. 57. slj 19. 
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の短縮を示した.

3. 2km馴化群本群に於ても馴化経過に於て著しい箆佑は認め得られなかった.木賞験

に方さては 360mmHg(略l5.7km)に於て突然飛上るものが認められ，航空病初張気E震は

2JS均 290mmHg(略l7.5km)であった.致死気塵は 190"，80mmHg，卒均 112.5mm

Hg，高度略l13.5km，生存時間は 35"'45分，卒均 40分 2秒で，上空耐性は 180Cに於

ける~:tJ庶例と高さに於て略lO.5km，生存時間 1 分 53 秒。短縮を見た.部ち廿日鼠に於て

は 2km，10分間， 10日聞の鍛錬に於ても上空耐性の馴化獲得は全く認め得られたいといふ

成積であった.

B. 各種薬物の上墨田t性別化獲

種 類
気膝mmHgl相蛍高度km

生存時間 得に就いて

童書 112.5 13.5 45'02" 
1. 2km.iNJll佑群に VitaminP 

へスベ Pン| 84.8 15.2 42'07" 4/5 を注入せる質駿

+1.7 +2'05" 4/5 
Vitaminが低監に於ける諸鑓

14.2 
アペラグ])Y I 98.25 40'34" 

十0.7 +32" 化の軽減に効果あるととは中村，

3詣 萄 糠 87.5 15.0 41'02" 安保等既に昭和 15年明かにした
+1.5 十11"

露で喜うる.更vc昨年の本塾舎に於
レプロ』ぜ i 93.1 14.9 41'01" 

+1.4 +59" て VitaminPのー悶D投興が致

d・7 シ之ツト 92.3 14.8 40'49" 死気盛低下及び生存時間の延長等
+1.3 十47"

サツカロ』ぜ i 95.8 14.6 40'28" 
上空樹性の増強に役立つととを明

+1.1 +26" かにした.今時更に思11{七獲得に効

果があるや否やを明かにせんとしたものでるる.毎日 2km閣Il化 30分前に 2.5%Vitamin 

P 0.5ccを背部皮下に注入し，その影響を遁究ナるに，航空病症欣の鷲現は遅延を楽し， 310 

mmHgに至って動物は不安富と曇しp のろのろ歩き出し， 250mmHg vc至って漸く突然飛上

るものが認められ，初費気盛<D2JS均は 252mmHg(略l8.3km)であった.致死気盤は 115

"，60mmHg，卒均 84.8mmHgで、高度略l15.2kmで生存時間は 38;....，45分，卒均 42分

7秒であった.即ち患に 2km馴i化に比し高度に於て略l1. 7kmの上昇と生存時間に於て

2分 5秒む延長が認められた.

2. 2km馴化群vcVitamin B2 を注入せる賓験

腕謂呼吸酸素と関係D深い Apel1agrin(武田)2.5%， 0.5ccを前同様毎日低塵馴化 30

分前背部皮下に注入しそり影響を観察した.航空病初殻気E震は~~照と略 k 同様で何等耐性増

強そ認め得られなかった.叉致死気塵は 80--105mmHg，卒均 98.3mmHg(略l14.2km) 

生存時聞は 36--42分 30秒，2JS均 40分 34秒で，封照に比し高度に於て 0.7km，生存時
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聞にして 32秒の効果が認められたに過ぎたかた.

3. 2km馴化群に各種の糖を注入せる賞験

(ィ) 葡萄1措(武田):前寅験同様 2km低盤馴化前 30分， 2096葡萄栂0.5cc注射喜三行

ふ.とり影響を観察ナるに，航空病の護現蹴況は 2-3の例に於ては， 350mmHgに於て不

安となって動き出ナもの，突然飛上るものも認められるが，その卒均は 261mmHg(略 18.1 

km)で、封JmI'L比し軽度の遅延が認め得られた.致死気麗は 135-70mmHg，卒均 87.5mm

Hg，即ち 15kmで，生存時聞にして 1分の延長在来した.邸ち VitaminP に次いで上空

耐性増強を来した.

(ロ) Lavulose: 20% L査vulose0.5ccを同様馴化賞験前 30分背部皮下に注射を行った.

航空病の症欣も略 3 前賞験と同様で，初韓議~.v卒均は 278mmHg (略 1 7.3km)であれ

致死気監は 130-60mmHg，生存時間:zp.均 41分 1秒で鈎照に比し高さに於て1.4km，生

存時聞に於て 59秒の延長を来した.

(ハ) d・Mannit:20% d-Mannit (武田)0.5ccを毎日 2km馴化前 30分背部皮下に注

入した.航空病の初護気鹿は卒均 304mmHg(略 1 7km)で致死気堅は 140-80mmHg，

卒均 92.3mmHg(略 114.8km)で生存時聞は36-43分，:zp.均40分 49秒で鈎照に比し高さ

に於て1.3km上昇と生存時間にで 47秒の延長が認められた.

(ェ) Saccharose: 20% Saccharose (武田)0.5cc ~毎日 2km 馴化前 30 分に背部皮下

に注入した.航空病の初護気躍は卒均 273mmHg(7.3km)，致死気盛は 80-140mmHg，

卒均 95.8mmHg(略 114.6km)，生存時間 36-421/2分，卒均40分 28秒で， 2km馴化に

比し高さに於て1.1km，生存時間にしてお秒の延長を見た. 一日明治

演者等は昨年の本塁き舎に於て 1悶の葡萄糖・の注射が明かに致死気星雲の低下と生存時聞の延
e 

長~来ナととを報告したが，以上の如く今岡の賓験に於て糖類の連続注射も亦上空耐性思l)化獲

得に役立つととを知った.そして葡萄摘が最も効果的で Lavulose，d-Mannit， Saccharose 

出E之に衣ぐといふ成績であった.
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Hiroshi NAKAMURA and Shoichi KUNORI 

Researches on the民事 PressureEndurance. 
lII. A study of Progressive Endurance.Attainment in Animals Exposed to Low pressure. 

R品sum邑

Three groups of mice (bodyweight of 13"，15 g) were exposed for 10 minutes per day 

to 8 km.， 5 km. and 2 km. pressure respecti vely， the pressure being reduced a t the speed 
of 300 m. per minute， during 10 days. 
A. We examined those under the temperature of 18，，-，20oC.， reducing the pressure 

with the speed of 300m. a minute， as in the case of training， and obtained the following 
r邸 ults.

ln the case of normal mic邑， the fatal pressure was 105.8 mmHg. They survived 

for 41' 55". 

Of the groups trained in 8 km.， many died in the first half of the training. The 
fatal pressure was 51.7 mmHg.. They survived for 58'18". They died 3'37" sooner， and 
went down 1.4km.， lower than the normal. 
For the groups trained in 5 km，. the fat!l.l pressure was 124.3 mmHg. and they sur-

vived for 38'24". The survival duration is 5'31ノ， shorter than that of the normal. They 

went down 1.2 km.， lower than the control. 
As regards the groups trained in 5 km.， the fatal pressure was 112.5 mmHg. They 

survived for 40'02". They died 1'53" sooner and went down 6.7 km.， lower than the 
control. There is no considerable increase of endurance-power under low pressure白venin 

2 km.， training. 
B. The hypodermic injection with such agents as the below-mentioned were done 

30 minutes before the 2km. training every day， and w:e examined if there came up any 
effects on the endurance.power under low pressure. 

1) Vitamine P (Hesperin 2.5% 0.5cc)， the fatal pressure was 84.8mmHg.， they 
survived for 42' 17". The survival duration was 2' 05" longer than the control. 

2) Nicotinic acid (Apellagrin 2.5% 0.5cc)， the fatal pressure was 98.3 mmHg.， they 
survived for 40' 34". 

め Glucose(20% 0.5 cc)， the fatal pressure was 87.5 mmHg. and they survived for 
41' 02". 
4) d-Mannit (20% 0.5cc)， the fatal pressure was 92.3mmHg.， they survived for 

40'49". 
5) Saccharose (20Ji 0.5cc)， the fatal pr白 surewas 95.8mmHg.， they survived for 

40' 28". 
宅診


